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大学２年次生の教職志望意識と関連体験 
―１年次の志望意識からの変化も視野に― 

若松養亮（滋賀大学） 
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問題と目的 
 教育学部生の教職志望意識は，入学後から一度
低下し，また高まる（松本・生駒，1984）など一様で
はない。３年次の教育実習までの学生は，実体験
が多く持てないなか，教職志望意識を維持する，
あるいは建設的に再吟味することが求められる。
しかしこの期間を扱った研究は少ないことから，
本研究において志望意識の強弱や変化に対して体
験がどのように関連するかを明らかにする。 

方   法 
(1) 調査の概要 
 国立教員養成学部の2014年度入学生に対して授
業終了後に質問紙調査を行った。調査時期は2014
年11～12月（１年次）と2015年11月（２年次）である。
専攻・入試・性別・誕生月日を用いてマッチング
できた183名を対象に分析した。 
(2) 質問紙の内容 
 教職志望意識は後述する４選択肢を提示し，１
年次も２年次も調査時点の状態を回答させた。 
 体験尺度は若松・古川（2013）の調査項目を簡易
化し，社会的比較や間接的経験を，ポジティブ・
ネガティブ両面に渡るように12項目にまとめ，２
年次の調査において，「教職に関して次のように日
頃思うことがどのくらいありますか」と教示した。
評定は「５．よくそう思う」から「１．そう思わ
ない」までの５件法を用いた。 

結果と考察 
(1) 体験尺度の因子分析と分布概要 
 12項目を最尤法で因子分析を行い，プロマック
ス回転を施すと，剰余３項目を除き９項目が２因
子にまとまった。因子相関は０に近い。それぞれ
「ポジティブ体験」，「ネガティブ体験」と命名し
た。評定平均から２年次生の多くが体験したと回
答しているが，SD から個人差も大きいと言える。 
 ２年次の教職志望４段階でこれら２因子の因子

得点を比較すると，ポジティブ体験得点で主効果
が有意（F(3,191)＝85.0 p＜.001）であった。評定平
均で見ると（下図），志望が強いほどポジティブ体
験が多いが，ネガティブ体験は中程度で差が見ら
れず，２年次の志望に影響がないと言える。 
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 続いて１年次の志望意識４段階とのクロス表か
ら，両時点で最高段階の人も含めた「上昇群」（91

名），両時点で最低段階の人も含めた「下降群」（52

名），それ以外の「不変群」（23名）で２因子の得点
を比較すると，同じくポジティブ体験得点のみが
有意（F(2,163)＝42.6 p＜.001）であった。評定平均
でみると（下図），上昇群が他の２群よりポジティ
ブ体験得点が高かった。ネガティブ体験得点はや
はり中程度で差がなかったことから，影響がない
と考えられる。 
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 ネガティブ体験が志望意識と関連しないのは，
ポジティブ体験の影響が考えられる。しかしなぜ
影響が異なるのか，また影響の個人差は，何らか
の調整変数になっているのか，ネガティブの程度
の強さが異なるためかなどを今後検討したい。 

Ⅰ Ⅱ ｈ2 平均 (SD )

Ⅰ.ポジティブ体験（α=.799)

10.教職を目指す周囲の人たちと話をして、教師を本気で目指したいと感じた .818 .078 .665 2.87 (1.22)

６.教師の体験談や文章に接して、自分も努力して慕われる教師になりたいと感じた .725 .089 .523 3.70 (1.15)

３.学校現場の様子を見聞きして、自分もプロと呼ばれる教師になりたいと思った .715 .112 .512 3.49 (1.32)

５.授業に熱心に取り組む人を見て、自分はそこまで教職に執着がないと感じた -.588 .227 .419 3.01 (1.35)

８.周りの人たちと比べて私は、教職に就くことに熱意をもっていると感じた .554 -.109 .328 2.73 (1.31)

Ⅱ.ネガティブ体験（α=.746)

２.保護者対応に困るという話を聞いて､自分にはとても対応できそうにないと感じた -.108 .754 .593 3.23 (1.15)

11.実習で失敗した人の話を聞いて、自分もそうなる危険性は大きいと感じた .057 .631 .396 3.63 (1.16)

９.現職の先生を見て、自分はとてもそこまで上達はできないと感じた -.044 .628 .401 2.76 (1.11)

７.学級経営に苦労する話を聞いて、自分もそのようになるのではと感じた .107 .582 .340 3.54 (1.09)

因子間相関 -.080
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